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和田喜夫氏（日本演出協会理事長）が、演劇大学 InAichi (2009.11.6) 

のシンポジウムで、アボリジニー先住民問題を包括した作品と演劇集団
(1) 

楽天団のコラボレーションについて語った。その際、和田氏はジョン・

ロメリル氏脚色の『ミス・タナカ』 （Miss Tana知）にも触れ、更にパネ

ラーの一人であった天野天街氏についてこれまでオーストラリア演劇に

参加してきた経緯や報告があった。既に、長年、ロメリル氏が和田喜夫

氏や天野天街氏らと『フローティング・ワールド』や『ミス・タナカ』

などを合むアジア演劇の上演を巡って、オーストラリアのメルボルンや
(2) 

東京の早稲田大学での公演活動や研究会を継続して行ってきた。更に、

佐藤信氏（劇団黒テント演出部所属）は『フローティング・ワールド』

( 1995）を東京とメルボルンで演出し上演をしてきた。いわば、アンダ

ーグラウンド系の劇作家や劇団を含む演劇人が、ロメリル氏の『フロー

テイング・ワールド』や『ミス・タナカ』を東京とメルボルンで上演し

てきた背景には、アンダーグラウンドシアターとポスト・コロニアル演

劇の接点が長期にわたって日本とオーストラリアに公演活動と研究会を

通して交流し、発展的に開催され続けてきた背景がある。実際、ロメリ
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ル氏はメルボルンのラ・ママ・シアターで上演活動に加わってきた。

さて、ロメリル氏が脚色した『ミス・タナカ』は、オーストラリアの

アボリジ、ニ一系の先住民問題を包括的にドラマ化した作品である。原作

者のロメリル氏とは、『ミス・タナカ』の日本での上演（東京芸術劇場

シアターウエスト、 2012年 9 月 26 日～30 日公演）に先立つ2012年 9 月

13 日東京・結城座の稽古場で、筆者はお会いする機会に恵まれた。所謂、

『ミス・タナカ』は、メルボルン生まれのロメリル氏がポスト・コロニ

アルの視点、から劇化した作品である。つまり、オーストラリアの原住民

のアボリジニーに詳しいロメリル氏が、専ら、オセアニア地方の文イじを

ふんだんに取り入れた民族色の強い作品を劇化している。

『ミス・タナカ』には、アボリジニーのミス・タナカ（＝キッツオ）

と日本の混血児・和彦が登場する。だが、他方で、なかでも、そのタイ

トルが象徴しているように日本への言及が数多くある。従って、ある種、

ミス・タナカを通して、アボリジニーの先住民族の眼から見た東洋人が

描かれ、ジャコモ・プッチーニの『蝶々夫人』やピエール・ロチの『お

菊さん』やデヴィッド・クローネンパーグ監督の『M ・パタフライ』や

マルグリット・デュラスの「愛人ラマン』を想わせるオリエンタリズム

がしばしば垣間見られる。但し、ロメリル氏がオーストラリア出身の作

家であることで単なるステレオタイプのオリエンタリズムに色づけをさ

れていない。従って、その点がロメリル氏の書いた『ミス・タナカ』は

ジャポニズ、ムの色合いが幾分見られるが、軸足がポスト・コロニアルの

ドラマの視点、から描かれたところが大きな特徴になっている。本稿は『ミ

ス・タナカ』が投げかけているポスト・コロニアル演劇の意義を分析し

諸問題を解明する試みである。
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02. ジョン・口メリル脚色の『ミス・タナカ』

『ミス・タナカ』がポスト・コロニアル的でアボリジニーのマイノリ

ティーの文化を描いているにもかかわらず 何故日本人の混血児・和彦

が主人公になっているのか不思議な気がする。それは後で述べることに

して、少なくとも、オーストラリア系少数民族のアボリジニーを熟知し

たロメリル氏が同時に日系人の和彦（＝ミス・タナカ）を仲介にして、

西洋の政治文化を見ている事に気がつく。そこで、否が応でも、「ミス・

タナカ』の舞台背景として、日本が大戦前後に南方に侵略した歴史的背

景を想い出さずにはいられない。その意味で、ロメリル氏の『ミス・タ

ナカ」は、単に、欧米政治文化批判だけではなくて、日本の南方侵略の

問題をも取り込んだ作品となっている。

更に、ロメリル氏は『ミス・タナカ』の中で、両性具有の和彦（＝ミ

ス・タナカ）を通して日本の政治文化を批判していることが次第に明ら

かになってくる。先ず、和彦（＝ミス・タナカ）の身体の半分に属する

ミス・タナカは、蝶々夫人のように、身を落とし、自分の体を売娼婦や

商品のように、ユダヤ系イギリス人で実業家のモットに売り込もうとす

る。いっぽう、和彦は、実は、ミス・タナカのもういっぽうの体半分で

もあるが、奴隷のように身体を売り、肉体労働をして働き、いわば、捨

て身になって、その代債を得ょうと試みる。そして、和彦は父・佐ーを

日本へ連れて帰る旅費を健気にも稼ごうとするのである。

KAZUHIKO: I’ve been reared to be a good Japanese son. We thought 

we’d take those two oafs for all they’re worth and get Dad home to Ta討i一to
(3) 

die. 

しかも、和彦（＝ミス・タナカ）の父・佐ーが懐かしく日本への望郷



42 

の念は、彼が故郷和歌山の太地を終着の土地にしたいからだと、 幾度も

暗示的に語る。この望郷の念は、ある意味で、大戦中、南方に出かけた

日本の兵隊や民間人が海外を侵略したものの、映画『ビ、ルマの竪琴』 や

『野火』に描かれているように、敗戦を予感して死に場所を故郷日本に

求めた所謂日本回帰を読み取ることが出来る。果たして、ミス・タナカ

の本意が本当に父・田中佐ーを故国の日本で死なせてやりたいと思って

いるのかどうかは、速断ができない。けれども、大戦前から、 多くの 日

本人が、海外に移住したものの、結局、和彦（＝ミス・タナカ）の父・

田中佐ーのように、日本へ帰りたくても南方で人知れず死んでいった民

間人が多かった筈である。だから、その日本人の末路をロメリル氏がア

ボリジニーの視点、から 「ミス・タナカ』の中に描いている事は興味深い。

要するに、ロメリル氏は『ミス・タナカ』の中で、西洋の政治文化を

批判するだけでなくて、同時に、日本の政治文化をも痛烈に批判してい

る事は確かで、ある。

むろん、言語の観点からみていくと、ロメ リル氏の原作は、英語で書

かれているのだから、アボリジ、ニーの少数民族が話す母国語は英語に翻

訳されている。 しかし、文字媒体で描かれているドラマではなく、現実

の世界では、オーストラリ アのブルームに在住する様々な少数民族は、

アボ リ ジ、ニーだけでなく、マレー人や日本人出稼ぎらの言葉が飛び交い

まるで、バベルの塔の下で言語を失った人達のような混乱で満たされて

いる。ブルームに着いたばかりの英国人モッ トはアジア人が互いに話し

ている言葉が分からないと叫ぶ。

MOTT:… What are they saying? (p. 12) 

モットは真珠会社の社長だった父の後を継いでブルームの街に着任し

たばかりである。だから、モットは、現地人の言葉が皆目分からないの
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である。レヴィ＝ストロースは『悲しき南回帰線』の中で未聞の原住民

の言葉が分からない様子を詳述している。そのように、モッ ト は未開民

族の言葉を分かろうとする文化人類学者レヴィ＝ストロースのような態

度を想わせる。

SAκ4MOTO pushes HANIF aside. MOTT主 hearing the music, not the 

words. All this is the babble of foreign tongues to him. (p. 10) 

恐らく、海外ばかりでなく日本国内でも、英米人が話す英語は一部の

人を除いて、殆どの人が分からない。つまり、日本の圏内社会と同様に、

アボリジニー系少数民族の社会でも、彼らは日本人と同様に、英語が、

殆どの人に分からない筈である。ところが、『ミス・タナカ』の中で、

英語が分かるのは、日系二世の和彦だけで、彼一人が英語を話すことが

出来、しかも多言語話者（マルチリンガル； en:multilingual) でもある

という設定になっている。

MOTT：… κ4ZUHJKO starts to 'translate' MOTT's speech. A mix of 

instruments start up, representing the various languages. 

And from my grandfather before him, something of this town’s history. ロb

ι4ZUHIKO] How many languages are you using? 

KAZUHIKO: Japanese and Malay with Tagalog. Tetum and Bardi for 

the others. 

MOTT: Will it be enough? 

KAZUHIKO: I think everyone ’s ge抗ing the gist. 

MOTT: 1907. 

Silence. And a beat‘ 

KAZUHIKO: You want me to translate that? 
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MOTT: Please. 

KAZUHIKO: 1907. (p. 12) 

むろん、アボリジニーではなくて、日系人の和彦がイギリス人のモッ

トと英語を話すことが出来るという設定は、現在の沖縄にも見られるよ

うに、戦前戦後の欧米諸国と日本との複雑な関係を分かり易く説明して

くれる。

つまり、 rミス・タナカ』では、英語を話すユダヤ系英国人のモットが

支配者であり、日系人の和彦が従者となり通訳として働くという設定に

なっている。しかしながら、むろん、日本国内の実態を見てみても明ら

かなように、日本では、日本語が日常生活では主要な言語なので、和彦

のような英語の通訳は極めて稀な存在である。それなのに、ロメリル氏

は、『ミス・タナカ』で、アボリジニーではなくて、日系人の和彦がモッ

トと英語を話す設定にして、二人が緊密な関係を持つようにしている。

ところで、更に、やっかいなのは、実は、和彦の母がアボリジニーで

あることだ。和彦の母は、昔、鮫に襲われ死んでしまい、当然、実際の

舞台には登場してこない。その代わりに、和彦の母が生者ではなく、死

霊となって舞台空間に漂ったり、和彦に態依したりしてドラマ全体を支

西日しているのである。

KAZUHIKO: It’s to make the passage from this world to the next a 

successful crossing for our dear but departed ancestral spirits. 

The old man has gone but the song continues. 

MOTT: Your mother-she’s the dear and departed ancestral spirits. (p. 16) 

さて、ノエル・カワードの『ブライト・スピリット』では、亡妻の幽
(5) 

霊が現実の夫と密接な関係を持つ仕組みになっている。だが、『ミス・
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タナカ』では、和彦の母の亡霊はミス・タナカ（＝キッツオ）となって

和彦に憲依する。また、偽物のシャーマンほど怪しげな呪術で、はないに

しても、和彦は、歌舞伎の女形のように、ミス・タナカ（ニキッツオ）

の霊を被り着物を羽織って女装する。更に、人形劇団の結城座公演では、

ミス・タナカ（＝キツツオ）は人形に変身する。所謂、シャーマンでは、

死霊が人形に恵依した姿として表わされる場合がある。だから、『ミス・

タナカ』が人形劇であることは興味深い。もしかしたら『ミス・タナカ』

は未開文明の根っこのところでシャーマンと根底的に原始の祭儀と繋が

っているのかもしれない。

或いは、警えるなら、山崎朋子氏が書いたルポタージュ『サンダカン

八番娼館』は、山崎氏が現地でなく日本国内のカラユキさんから聞いた

昔話を纏めたもので、言ってみれば、宇宙船に乗って宇宙を街偉うよう

に、南方ボルネオの日本人コロニーを佑f皇う。だが、『ミス・タナカ』

の方はちょうど宇宙船の船外活動のように、未開地の混沌として複雑な

世界を描いている。その意味で、『ミス・タナカ』はポスト・コロニア

ル演劇の中でもその真骨頂を現わした作品となっている。

また、ロメリル氏は、日本人に対する考え方をアボリジニーに対する

考え方と対峠するように表わしている。しかも矛盾するようであるが、

混血児の和彦を通して日本人とアボリジニーがダ、ブルの形を成して顕著

になって描かれている。更にもうひとつの理由があり、それは、ロメリ

ル氏の解説によると、自分自身に『ミス・タナカ』のアイデアを与えた

のはノリコ・ニシモト氏であったという指摘がある。だから、ロメリル

氏は日本人に対する考え方とアボリジニーに対する考え方にそれぞれ特

別な意味を、前以て与えているだけではないようだ。しかも、全く別の

見方をすれば、日系人の和彦とアボリジニーとの関係は、民族間の相違

だけではなくて、単に、英語が堪能な人とそうでない人とを区別するだ

けに用いている事も確かだ。
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ロメリル氏には初期の創作劇『シカゴ、シカゴ』 （Chicago, Chicago, 

1970）がある。シカゴの街は、実際シカゴの街全体がサラダボールのよ

うな世界で、日本人、チェコ人、ユダヤ人、韓国人がアメリカ圏内にい

ながら英語は使わずそれぞれの母国語を話して生活している。ロメリル

氏が描くアボリジニ一系少数民族に対する民族感情はオーストラリアだ

けでなくシカゴの街に住む少数民族にも存在する。シカゴ出身の作家ネ

ルソン・オルグレンはユダヤ系アメリカ人で正確な英語の発音が出来な

かったと言われる。また、アルメニア出身のウィリアム・サロイヤンも

オルグむレンのように英語を正確に話せなかったと言われている。従って、

ロメリル氏の描くアボリジニーは、オーストラリアだけに絞って焦点を

合わせているだけではなく、シカゴの少数民族たちにも見られる言語の

問題を含んでいる。筆者が知るシカゴ在住の日系三世キャロル・パパ氏

は、パイリンガルであるが、日系三世ともなると「英語の方が話し易い」

と語ってくれた。

さて、和彦は、アボリジニーの日系二世であるが、かなり努力して英

語の訓練を受けた経験がある筈である。だからこそ、和彦はモットの通

訳が務められるのだと思われる。シカゴにせよブルームにせよ少数民族

の差別から脱出するにはマイノリティーの人たちは英語が話せ、しかも

高学歴を獲得して人種差別と闘わねばならない実情が存在するようだ。

ところで、和彦はミス・タナカに変装するのであるが、和彦だけでな

く、和彦の父・田中佐ーも霊を被り着物を着てミス・タナカに変装する。

しかも、若者の和彦がミス・タナカに変装して皆に女性だと思わせる。

おまけに、キッツオ（＝ミス・タナカ）は劇中いきなり、しかも唐突に

登場するのである。

SAKAMOTO: An event of note did occurｭ

HANIF: And it did involve a her. (p. 30) 
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つまり、キッツオ（＝ミス・タナカ） が不条理にも俄かに舞台に登場

するので、観客は、意味も訳も分からな く て、狐にでも編されたかのよ

うな気持ちになる。 更にまた、和彦が何故若い女キッツオ（＝ミ ス ・タ

ナカ）に突然変身するのかわけが分からなくて、最初は途惑ってしまう。

だから、和彦の父さえ息子の変装に気がつかない。

KAZUHIKO: It’s me, dog司brain, trying to save your bacon. (p. 30) 

しかしながら、手掛かりとなるのは和彦が着る衣装である。この衣装

は、亡き母が和彦に残した形見の品である。ラフカディオ・ ハーンの『怪
(7) 

談」には死者の霊が“もの”に残って生者を苦しめる。観方を変えてみ

れば、キッツオ（＝ ミス・タナカ）は和彦に憲依した亡き母の想い とも

考えられなくもない。そして、キッツオ（＝ミス・タナカ）という存在

は“着物”に死者の想いが残っていて、それが顕現したものと考えられ

る。

和彦の母の怨念がどうしてこの世に現われたかというと、 和彦の父 ・

田中佐ーが、昔ノfカラの賭けで勝ち、その商品として和彦の母を買い、

その後で、父・ 田中佐ーが、 不注意で、母が鮫に襲われて死んでしまう。

その無念の気持ちが死霊となって現われ、和彦に態依したと思われる。

MOTT: Your mother’s from Broome? 

KAZUHIKO: Thursday Island. Father won her in a card game. (p. 6) 

そして、更に、和彦の父・ 佐ーは、和彦の母を賭博で買ったように、

今度は、和彦の父・佐ーは、息子をいわば賭けの担保にしてしま う 。 だ

が、父親の望みとは反対に、賭けに負けて、息子の和彦を失う。いわば、

和彦とその母親は父親の賭けをとお して、 人身売買で売り買いされるの




